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【渕田社長の足跡】

大阪府立大学大学院卒業後は
「真空冶金 (現・アルバックマテリ

アル)」

に就職し23年間勤務する。その間には政府
の外郭団体が先頭に立っ

て始めた「倉」造科学技術推進事業Jに も携
わり、ナノ粒子の分野て

才覚を発揮した。そして平成 16年 5月
に独立を果たす。
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小倉 ご出身はどちらですか      |
渕田 和it ill県 の和lti甫 です 大学院を i
卒業する 25歳 まで 1ま慄l西 で1量

ごし、就 |

職のためにこちら
へ移つてきたので

'i l
私の専門は鉄tTl精錬で、大学院

での修士 i

論文のテーマは鉄の脱硫でし
たo    :

小倉 とても難しそうですね。では、就

職もそうした分野のところ
へ ?

渕田 はいo恩 師の木村弘教授の紹介

で、当時日本で一番大きな真空機器
メー

カー「日本真空技ηi(現・アルバック)」

の子会社の「真空冶金 (現
・アルバック

マテリアル)」 0こ入社し23年ほど勤めま

した。そして約 3年前、製造業全体
の

不況が原因で、私が責任者を務
める部署

の開鎖・撤退が決定したのです。
そのこ

とをきっかけに退職し、昨年 5月
20日

に周囲の方々からのバツクアツプ
と、10

件ほどあつた自らの発明特許を有償取

得して独立しました。

小倉 御社ではどういった事業を ?

法1田  ガスデポジシヨン (GD)装 置の

製造・販売と、GD装置を使用して形成

したi舌性金属などの膜材料の製造
・販

売、さらにエアロゾル化 した
GD装置、

ナノ粒子関連装置なども作つ
ておりま

す。GD装 置とは、ナノ粒子の高速噴射

による、低温でマスクレスの乾式直
接

描面装置のこと。また、ナ
ノ粒子関連

の装置に関してはカーボンナノホ
ーン

ゃヵ―ボンナノチューブ、メタ
ルフラー

レンなどを作る装置を製造して
います c

小倉 製品はどちらに販売を ?

渕田 金属・電気メーカーや公共機関

の研究所、真空機器のメ
ーカーや商社

などに販売しています。

小倉 時代の最先端技術を持っておら

れるのですね。現在の仕事の原点は
い
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つの時期にあったのでしょう。

渕田 今の仕事のベースは、前職に就い
て2年経ったころに形成されました。当

時の科学技術の世界はアメリカの真似事

ばかりしていた時期で、それを憂慮した

科学技術庁 (現 。文部科学省)の外郭団

体「新技術開発事業団」が音頭を取って

「創造科学技術推進事業Jを始めたので

す。その中にナノ粒子関連の林主税プロ

ジェクトリーダーがまとめる林超微粒子

プロジェクトがあり、幸運にも私はその

メンバーに選ばれました。それが大きな

転機となったのです。また、そのプロジェ

クトにはカーボンナノチューブを発見さ

れた飯島澄男氏も参加されていました。

飯島氏は今一番ノーベル賞に近い人と言

われており、私もずっとお付き合いして

いる方です。

小倉 ところで、カーボンナノチューブ
とはどういったものなのですか。

渕田 カーボンナノチューブとは、カー
ボン (炭素)でできた、直径がナノメー

トルの回体状炭素物質の 1つです。これ

は筒状の物質で、網目が六角形の金網を

丸めたようになっており、ちようど日本

の伝統工芸品である竹篭の形状に似てい

ます。固体状炭素物質には、これまでダ

イヤモンド構造、グラファイト構造、炭

のような非結晶質構造、そしてサッカー

ボールのように炭素原子 60個が結合し

たフラーレン分子の 4種類がありまし

た。そこに5番 目の団体状炭素物質を加

えたのが、カーボンナノチューブの発見

者である飯島氏なのです。

小倉 ちなみにカーボンナノチューブの
特性はどういったところに ?

漱」田 まずは、とてもユニークな電気
的性質であることです。カーボンナノ

チューブには長さ、太さ、らせんの状態、

層の数などによって、多様な構造が存在

し、同じグラフアイトシートから出来て
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いても、それらのバリエーションに応じ

て金属にも半導体にもなりますc

小倉 それはとても面白いですねcその
他にはどういった性質を ?

渕田 ナノメー トルスケールというレベ
ルの超微細構造を持つこと、軽量にも

かかわらず機械的強度が極めて高いこ

と、2,000度 という超高温にも耐えられ

ることなどです。また、電圧をかけると

効率よく電子を放出できることから、現

在はトランジスタや燃料電池への応用に

向けた研究が進められています。将来的

には、あらゆる電子部品や電子機器に応

用されることになるでしょう。また、事

業の 1つ であるエアロゾル化 GD装置の

引き合いは、ここ6カ 月間で 30社以上

となっています。国のプロジェクトリー

ダーを務める産業技術総合研究所の明渡

純グループ長が中心となって、技術の大

ブレークを実現しており、長年技術開発

を推し進めてきた弊社にもセラミックス

成膜のエアロゾル化 GD実験機の製造依
頼が舞い込んでいます。

小倉 専門性の高い仕事をされているだ
けに、一般企業とは違った経営の手法が

求められてくるのではないでしょうか。

渕田 技術系の会社だけにハー ド的な部
分を磨けば、それで十分と思われがちで

すが決してそんなことはありません。ど

んな商売にせよ、誠実さを持つことが最

も大切であり、当社でも誠実と信頼を合

い言葉に事業を展開しています。この仕

事も人とのつながりなくしては成り立ち

ませんし、周囲の方々の協力なくして良

い製品も作れません。ですから、どんな

仕事であっても、基本にあるものは変わ

らないと思います。

小倉 人材育成に関しては ?
渕田 他の経営者が頭を抱えておられる
のが人材の問題。当社でもその例に漏れ

ず、人材の活用には課題を抱えています。

業種が特殊だけに、なかなか人を集めら

れないのも事実。しかし、そんな中でも

今後は積極的に従業員を増やし、その育

成にも力を注いでいきたいですね。そし

て、企業体としてのブレーンも向上させ

ていければと思います。年齢的に私がこ

の仕事を続けられるのも、あと 10年 か

15年 といったところ。その後も継続 し

ていける会社にしていくには、人材も含

めた事業基盤を確たるものにしていかな

ければなりませんから、そのためにも技

術を高めていく一方で、組織の強化にも

尽力していきたいと考えています。

小倉 ナノ粒子関連のビジネスは今後ま
すます拡大していくでしょうから、御社

の飛躍も期待できそうです。
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